



















Musical Expression through Choral Music：The Music Course in the 
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アプローチを待った。させられるのではなく、自分がそうしたいと思って行動できる
ように動機付けをした。
Ｂ．反省点
１）音楽がしっかりしていないと舞台全体が貧弱になる。メロディが単純すぎたりテクス
チュアもつまらなかったりすると、演奏者にも観客にも欲求不満が残った時があった。
２）話し合いは授業時間を使って行うので、時間中声を出さずに終わってしまう事があった。
３）ステージへのイメージがなかなか湧かず、役割分担をしようにもなかなか進まないと
き、担当者としてうまく説明しきれない事があった。
４）４・５・６月頃は、学生は演奏会自体へのイメージも希薄で、話し合いの内容も何を
どう話し合ったらいいのか迷ったまま時間を費やした。
５）ここ数年のプログラムは、自分たちの思い出の曲を中心に組まれてきたが、ほぼ毎年
同じ曲が重なった。これは彼女等が中学高校時代に歌ってきた曲が時代を問わずに一
緒で、ほとんどの生徒にとって心に残っている曲は共通している。新たな発想でプロ
グラムを拡げていくことができなかった。
Ⅹ．まとめ
　初めの頃は全てが手探りで、学生と話し合いを重ねながら、共同で作り上げた感がある。私
自身が徐々に運営の仕方が分かり慣れてくると、話し合いも学生だけに任せ、必要なところだ
け口を出せば順調に進むことがわかってきた。ここ数年、学生の気質も変化してか、少々レー
ルを敷いてやらないとなかなか前進しない印象を持った。練習に出席しない学生への対応は
年々変化してきている。「サウンド・オブ・ミュージック」の時には、練習出席について学生
同士でのトラブルが表面化し、私も入って三者で話し合いを持った。練習があるにもかかわら
ず、学生食堂で目が合ってその学生たちは逃げ帰ったというのがきっかけだったが、その話し
合いでお互いの気持ちを分かり合い、一緒に舞台を作ることでまとまっていった。それ以降、
学生同士の大きなトラブルのようなものは表面では見られなくなった。よく言えば互いが尊重
しあい相手を理解しようとするあまり、自分が我慢してしまうように見えた。別の言い方をす
れば、言われたことは良くやるが、言われないとなかなか動けない学生が増えてきている。し
かし、その状況に業を煮やして手を出してしまう事をひたすら我慢して待つと、いよいよやら
ねばならなくなってきた時は、今も昔も変わらずに学生のもつ潜在能力が芽を出してくる。そ
のような瞬間に出会った時、その年の成功の確信を持つことが出来た。
　今の時代は、様々な面で便利になり、効率がよくスピーディな事が良しとされがちだが、こ
の授業では全く逆のやり方を取ってきたと思う。全員が一箇所に集まり、司会者を中心に何を
どうするのか話し合い、進めていくうちに不備があればまた話し合い、とにかく鼻を突き合わ
せる時間をたくさん作った。そのことによって、現在の進捗状況をみんなで確認することが出
来、他人事あるいは、させられているという感覚は払拭できたのである。
　他のほとんどの授業が、授業担当者の提案するシラバスにそった授業で、どちらかといえば
学生は受身にならざるを得ない授業形態だと思うが、この「合唱」では、自分たちで一から始
め、やりたい事を作り上げてゆける数少ない授業であると思われる。それだけに、やりたい放
題では目的から逸脱するので、どこまでは自由にさせ、どこで軌道を修正するか、その判断が
難しいところである。
